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前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 4,0938 4,0903 -0,0035 3,9443 +0,1460

対円 JPY 29,01 28,92 -0,09 30,52 -1,60

対ユーロ BRL 4,4170 4,4323 +0,0153 4,3251 +0,1072

対ドル JPY 118,78 118,30 -0,4800 120,43 -2,1300

対ユーロ JPY 128,26 128,34 +0,08 131,99 -3,65

Index 38.031 38.031 +0 44.015 -5.984

bps 483,5 491,9 +8,4 489,6 +2,3

% 16,76 16,76 +0,00 16,27 +0,49

% 15,12 15,12 +0,00 16,12 -1,00

% 0,619 0,619 +0,000 0,603 +0,016

Index 163,8 160,5 -3,3 176,1 -15,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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２２日のドルレアルスポット相場は、商品価格上昇や各国中央銀行が追加の景気刺激策を実施するとの

期待が高まったことを背景に（欧州中央銀行のドラギ総裁は２２日、ダボス会議にて「我々には多数の手段が

ある。政策委員会にはこれらの手段を駆使して行動する決意と意思、能力がある」と発言し、３月にも景気

刺激措置を拡大する可能性を示唆した。また、日本銀行の黒田総裁も「中国経済がハードランディングする

とは考えていない」と楽観的な見通しを示す一方、「必要になれば、量的・質的金融緩和をさらに拡大する

余地がある」との見解を示している）、レアルは引けにかけて買戻しが優勢の展開に。４．０９台前半で取引を

終えた。しかし、ブラジル経済を取り巻く環境は依然として厳しい。ブラジル地理統計院（ＩＢＧＥ）が公表した

１月ＩＰＣＡ－１５は、食品やバス運賃の値上がりを反映し、１２年ぶりの高水準となる前年比１０．７４％を

記録。市場参加者の多くは、今年のインフレ率は７％程度まで低下すると予想しているが、中銀が政策金利

を据え置いたことを受け、引き続きインフレ圧力が継続するリスクを懸念している。

一部報道によると、ブラジル政府は長期金利で融資を行うための基金を設立し、企業の輸出市場参加を
支援するなどの措置を含む経済再生戦略を２８日に公表する模様。


